






結語(3 年間のまとめ) 

 以上,運動機能に問題のある障害児に対し『長期在宅障害児の家庭療育に関する研究』と

いう課題に対し 3 年間研究してきたが,3 年間の研究成果から全体的にいえることは,各県

にある肢体不自由児施設が,運動機能に問題のある障害児のセンター的役割をなすことに

より,各区域に出来つつある通園施設と連絡をとりあう中でかなりの成果を上げられると

思われる。又重障児の場合でも,在宅療育指導の出来る通所療育施設の考慮と訪問療育指導

の二つでかなりの効果をあげうることがうかがい知れた。更に重症な重複 CP 児でも,重障

児でも,内科的合併症を治療しうる施設の重要性と,将来めんどうをみてくれる両親や兄弟

がいなくなった場合,施設内自立を目的とした施設の存在は無視しえぬものがあろうかと

推察される。今後,肢体不自由児施設や重障児施設はこの点に沿って運営されるならば,多

くの障害児は,適切な重度手当てという民生福祉的施策を施す中で家族と一緒の人間的生

活,即ち“家庭内自立"という最少の人間的福祉は与えられるものと思考される。 


